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日
頃
よ
り
、
区
及
び
支
館
や
各
自
治

会
の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
二
年

度
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
十
二
月
以
降
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市

で
、
原
因
不
明
の
肺
炎

「
後
に
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
命
名
さ
れ
る
」

が
発
生
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
対
岸
の

火
事
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
見
る
見
る

う
ち
に
感
染
が
世
界
中
に
広
ま

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
日
本
で
も
、
二
月
上
旬

染
拡
大
防
止
の
為

〓
事
業
が

中
止
に
〃
¨

に
横
浜
港

に
停
泊
し
た
大
型
ク
ル
ー
ズ

船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

・
プ
リ

ン
セ
ス
」
の

中

で
集
団
感
染
が
起

こ
り
ま
し
た
。
長

野
県

で
は
、

二
月
二
十
五
日
に
初

の
感

染
者
が
出
ま
し
た
。
感
染
が
拡
大
す
る

中

で
、

日
常
生
活
が

一
変
し
ま
し
た
。

三
密

「
密
閉

・
密
集

・
密
接
」
を
避
け
る

生
活

で
す
。
学
校
等
は
休
業

に
な
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ

ク
も

一
年
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
二
月
下

旬

に
予
定
さ
れ

て
い
た

「
萩
山
神
社
春

祭
り
」
も
中
止
に
な
り
、
四
月
十
六
日
に
は
、
全
国
に

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
更
な
る
自

粛
生
活
の
始
ま
り
で
す
。
現
時
点
で
は
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
が
消
滅
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
も
開

発
中
で
す
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
盛
ん
に
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
。
し
か
し
新
し
い
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
生
活
の
安
全
を
守
り
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

事
業
を
展
開
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
今
は
只
々
い

ち
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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令和2年 7月 5日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 106号 (2)

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

古

瀬

栄

一
業
用
地
も
有
限
会

社
丸
伝
運
送
、
愛

知
県
か
ら
の
三
共

鋼
業
株
式
会
社
の
建
屋
建
設

が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
区
の
行
事
に

つ
い
て
で
す
が
、
緊
急
事
態

宣
言
は
解
除
に
な
り
ま
し
た

が
気
の
許
せ
な
い
状
況
が
続

き
ま
す
。
七
月
開
催
予
定
の

萩
の
郷
夏
祭
り
は
中
止
と
な

り
ま
す
。

こ
の
感
染
症
を
乗
り
越
え

て
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
活
動
の
出
来
る
事
を
念
願

し
て
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

一
月
ご
ろ
よ
り
発
生
し
た

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
的
な
流
行
と
な
り
、
下
市

田
区
の
活
動
に
も
大
き
な
陰

り
を
残
し
ま
し
た
。
年
度
末

の
常
会
長

・
区
委
員

・
関
係

役
職
者
合
同
会
議
、
萩
山
郷

土
芸
能
保
存
会
の
春
祭
り
が

残
念
な
が
ら
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

新
年
度
に
な

っ
て
も
合
同

会
議
は
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
区
の
運
営
に

か
か
わ
る
会
計
監
査

・
決
算

監
査
等
は
防
止
対

策
を
と
る
中
で
開

催
を
し
、
定
例
の

代
議
員
会
も
無
事

こ
な
し

て
ま

い
り

ま
し
た
。

下
市
田
工
業
団

地
か
ら
水
神
橋
の

農
免
道
先
線
の
拡

幅
改
良
工
事
が
開

始
に
な
り
ま
し
た
。

水
神
橋
の
取
り
付

け
が
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
方
式
と
な

り
令
和
三
年
二
月

の
共
用
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
産

平成30年度の合同会議

【収入の部】

平成31年度 (令和元年)下市田区一般会計決算報告書
(自 平成31年 4月 1日 ～至令和2年 3月 31日 )

決算収入額 32,439,640円  決算支出額 26,158,223円 差引残高 6,281,417円
【支出の部】 △印減 (単位 円)

【収入の部】

平成31年度 (令和元年)公民館下市田支館決算報告書
(自 平成31年 4月 1日 ～至令和2年 3月 31日 )

決算収入額 4,035,161円 決算支出額 3,295,635円 差引残高 739,526円
【支出の部】 △印減 (単位 円)

平
成
二
十

一年
度
決
算
の

（令
和
元
年
）

監
査
委
員
所
見

監
査
委
員
代
表

佐
々
木

啓

登

一　
下
市
田
区
・下
市
田
支
館
・

一萩
山
神
社
の
平
成
二
十

一
年

一度

（令
和
元
年
）
の
決
算
監

一査
を
四
月
二
十
四
日
に
実
施

一
し
ま
し
た
。

一　

そ
れ
ぞ
れ
決
算
報
告
書
類

一
は
正
確
、
適
正
に
処
理

・
管

一
理
さ
れ
て
お
り
認
め
さ
せ
て

一
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一　

下
市
田
区
の
区
費

・
神
社

関
係
の
氏
子
寄
進
金
は
区
民

の
皆
さ
ん
の
支
え
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
自
治
会
加
入
者

が
減
少
し
て
い
る
な
か
、
今

後
の
運
営
に
懸
念
を
感
じ
ま

す
。

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

前期 繰 越 金

産 収 入

出 金

元 負担 金

防義務 金

入 金

金

5,424,112

15,070,000

6,005,000

1,072,000

313,000

1,350,000

1,060,000

1,260,961

6,846,588

1,093,998

200,372

5,424,112

15,157,660

1,430,000

1,025,796

1,261,114

841,588

21,998

87,660

収 入 合計 31,555,073 32,439,640 884,567

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

繰
山
円

13,644,000

1,007,000

720,000

1,677,000

4,860,000

3,351,000

3,000,000

3,296,073

0

14,954,939

828,875

719,942

780,027

2,468,197

2,677,535

3,000,000

728,708

0

1,310,939

△   178,125

△      58
△   896,973

△  2,391,803

△   673,465

0

△  2,567,365

0

支 出合 計 31,555,073 26,158,223 △  5,396,850

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

繰  越 金
繰  入 金
補  助 金
雑 収  入

484,917

3,000,000

520,000

1,000

484,917

3,000,000

547,234

3,010

27,234

2,010

0

収 入 合 計 4,005,917 1 4,035,161 29,244

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総 務  費
事  業 費
広 報  費
予 備  費

1,930,000

1,860,000

11,000

204,917

1,630,567

1,665,068

0

△   299,433

△   194,932

△   204,917

支 出合 計 4,005,917 3,295,635 △   710,282

¬
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80,000

△    112,628

1又

財

地

費区

△     34,204
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(3)令和2年 7月 5日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 106号
XXXXXXXX

委
員
会
活
動
報
告

水
利
委
員
長

松

島

俊

次

日
頃
か
ら
下
市
田
区
民
の

皆
様
に
は
水
利
事
業
に
対
し

ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

す

う

ど

く

水
利
委
員
会
の
メ

イ
ン
と
な
る
活
動
は
、

間
ケ
沢
・新
堤
・
ひ
ょ

う
た
ん
・
牧

の
内

の
四
堤

の
維
持
管
理
で
す
。

令
和
元
年
度
は
四
区

・

五
区
の
自
治
会
長
さ
ん
、

常
会
長
さ
ん
に
協
力
を
頂

き
、
六
月
十
六
日
と
八
月

二
十
五
日
に
堤
草
刈
り
を

計
画
通
り
行
え
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
二
年
度
は
六
月
十
四

日
、
八
月
二
十
三
日
、
十
月

十

一
日
に
草
刈
り
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
　
一
区

・
二
区

・

六
区
が
出
労
当
番
と
な

っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ビ
ー
バ
ー

草
刈
り
機
を
お
持
ち
の
方
、

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

昨
年
は
新
堤
の
水
抜
き

を
行
い
ま
し
た
。
外
来
魚

の
駆
除
、
ゴ
ミ
収
集
な
ど

堤
を
千
し
環
境
衛
生
を
整

え
ま
し
た
。　
一
年
を
通
し

て
用
排
水
路
管
理
を
任
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
災
害

豪
雨
時
の
水
量
調
節
や
不

良
箇
所
改
良
工
事
な
ど
区

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
本
年
度
も
委

員
十
三
名
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

数
　
＝

〈ルー‐ル〉

あいているマスに 1か ら 9ま での数

字のどれかを入れます。タテ列・ ヨコ

列 (各 9列 )、 太線で囲まれた 3× 3

のブロック (9マ スのブロックが九つ)

のどれにも 1か ら9ま での数字が一つ

ずつ入 ります。

難易度☆☆☆☆☆

難問を用意しました、時間をかけて楽しんで下さい。
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堤のゴミ収集

令和2年度高森町公民館下市田支館
歳入歳出予算書

(自 令和2年 4月 1日 ～至令和3年 3月 31日 )

【収入の部】      【支出の部】 (単位 円

令和 2年度 ド市田区一般会計
歳 入歳 出予算書

(自 令和2年 4月 11]～ 至令和3年 3月 31日 )

【収入の部】        【支出の部】

科  日  本年度予算額

前 期 繰 越 金 6、 281,417

区 費 15,000,000

町 支 出 金 11,395,000

財 産 収 入 5,889,000

地 元 負担 金 224,000

消 防 義 務 金 1,350,000

諸 収 入 金 1,072,600

繰  入  金

合   計 41,21 2,0 7

(単位 円)

科  目 本年度予算額

繰 越 金 739,526

繰 入 金 3,000,000

補 助 金 520,000

雑 収 入
|

1,000

合  計 4,260,526

科  目 本年度予算額

総 務 費 2,180,000

事 業 費 1,980,000

広 報 費 11,000

予 備 費 89,526

合  計 4,260,526

科   目 本年度予算額

総  務  費 16,189,000

環 境 衛 生 費 980,000

林  務  費 760,000

土  木  費 5,351,000

水  利  費 9,037,000

防  災  費 3,302,000

公 民 館 費 3,000,000

予  備  費 1,893,017

繰  出  金 700,000

合   計 41,212,017
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令和2年 7月 5日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 106号 (4)

二
月
九
日
、
下
市
田
区
民

会
館
に
て
、
地
元
出
身
町
議

会
議
員
と
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
、
三
浦
喜
久
夫
議
員
、
湯

沢
健
彦
議
員
、
北
沢
幸
保
議

員
、
林

ま
ゆ
み
議
員
の
四
名

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

各
議
員
に
は
事
前
に
①
三

十

一
（令
和
元
年
）
年
度

の

活
動
内
容
と
結
果
、
②
下
市

田
区
関
連
の
重
点
改
善
事
項

・
要
望

・
実
行
事
項
、
③
今

後
壬
生
町
政

へ
の
方
針

・
活

動
に
対
す
る
考
え
方

・
要
望

が
あ
れ
ば
の
三
点
を
質
問
事

項
と
し
て
お
願
い
し
、
最
初

に
回
答
を
発
表
し
て
頂
き
ま

し
た
。

【
林
　
議

員
】

①

一
般
質
問
で
は
、
信
州
た

か
も
り
温
泉
を
エ
シ
カ
ル
消

費
の
特
色
あ
る
温
泉
と
し
て

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か

提
案
、
町
の
平
和
事
業
に
関

し
て
、
歩
行
者
を
守
る
道
路

事
業
、
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
継

続
、
ま
ち
づ
く
リ

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
は
、

女
性
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会

か
ら
の
意
見
を
町
に
要
望
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
、
議

会
関
係
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

提
案
、
議
会
だ
よ
り
の
モ
ニ

タ
ー
制
度
作
り
。

②
工
業
団
地

●
リ

ニ
ア
関
連

工
場
建
設
に
向
け
た
道
路
整

備
。
角
田
原
の
開
発
・
排
水

計
画
。
命
を
守
る
こ
と
第

一

の
防
災
対
策
。
下
市
田
保
育

園
の
今
後
。

③
女
性
の
人
材
育
成
。

【
北

沢
議

員
】

①

一
般
質
問
で
は
、
小
中
学

校
の
就
学
援
助
率
改
善

・
条

例
改
廃
等
の
手
続
き
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
調
査
を

求
め
た
。
森
の
家
改
修
基
本

構
想
に
つ
い
て
。

②
工
業
団
地
の
三
社
契
約
、

リ
ニ
ア
関
連
工
場
の
建
設
工

事
が
続
く
の
で
工
事
期
間
中

の
通
行
に
は
注
意
。

③
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
事
業
推
進
に
努

め
て
ほ
し
い
。

【
三
浦
議

員
】

①

「
議
会
改
革
を
考
え
る
」

研
修
に
参
加
。
議
会
の
様
子

を
ど
う
伝
え
る
か
、
町
民
の

感
想
や
意
見
は
ど
う
な
の
か
、

議
会
だ
よ
り
や
議
会
に
対
し

て
の
意
見
を
寄
せ
て
ほ
し
い
。

議
会
も
そ
れ
に
応
え
た
い
。

②
江
戸
ケ
沢
川
・
国
道
と
Ｊ

Ｒ
部
分
の
早
期
改
修
。
黒
沢

川
下
流
の
天
丼
川
部
分
、
越

水
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
。

下
市
田
河
原
の
農
地
は
、
工

業
団
地

●
リ
ニ
ア
関
連
工
場

建
設
で
４０
Ｍ
に
な

っ
た
。
農

家
の
減
少
や
、
な
り
手
不
足

で
水
田
の
維
持
が
課
題
。
堤

の
維
持
管
理
・
防
災
対
策
が

課
題
。

③

一
議
員
と
し
て
議
会
改
革

を
進
め
、
町
長
の
追
認
機
関

に
な
ら
な
い
よ
う
、
政
策
提

言
も
で
き
る
議
会
に
な
れ
る

よ
う
自
己
研
鑽
を
積
ん
で
い

き
た

い
。

【
湯
沢
議

員
】

①
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に

向
け
て
。
町
の
保
育
園
の
今

後
は
。
児
童
数
減
少
に
よ
る

小
学
校
の
今
後
に
つ
い
て
。

町
政
懇
談
会
か
ら
見
る
高
森

町
の
今
後
は
。
倫
理
条
例
の

改
正
に
つ
い
て
議
会
改
革
推

進
委
員
会
で
検
討
。

②

一
貫
水
路
支
線
に
お
い
て
、

現
状
と
安
全
性
に
つ
い
て
。

家
屋
の
下
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
水
路
の
今
後
と
対
応
に
つ

い
て
。
特
に
宅
地
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
水
路
が
あ

り
、
建
物
の
建
築
が

で
き
な
い
な
ど
そ
の

対
応
に
つ
い
て
。

③
新
方
式
の
町
政
懇

談
会
な
ど
時
代
の
感

覚
を
意
識
し
て
い
る
。

公
約
で
あ
る
諸
事
項

も
実
践
さ
れ
て
お
り

評
価

で
き
る
。

「
柿

と
祭
り
と
カ
ヌ
ー
の

ま
ち
」
実
態
が
薄
く

な

っ
て
い
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
、
今

後
の
対
応
を
見
直
す

必
要
は
な
い
か
。
森

の
家
改
築
等
よ
り
具

体
的
に
設
計
す

べ
き

で
あ

る
。

（
質

疑

応

答

・
要

望

）

Ｑ

森
の
家
の
今
後
の
利
用
・

改
修
に
つ
い
て
。

Ａ
　
三

浦

議

員

五
十
年
近
い
古
い
施
設
で

あ
る
。
安
全
な
使
用
、
利
用

人

口
増

の
工
夫
等
、
計
画

・

概
算
見
積
も
り
段
階
で
議
会

に
上
が

っ
て
は
い
な
い
。

Ａ

北

沢

議

員

改
修
す
る
な
ら
ど
う
す
る

か
、
町
民
の
意
見

・
予
算

の

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ
　
蘭
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
、

そ
の
後
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
三

浦

議

員

現
在
は
、
社
会
人
学
校

・

モ
ッ
コ
の
製
作

・
喫
茶
店

に

使
わ
れ
て
い
る
。
パ
ノ
ラ

マ

農
園
構
想
の
拠
点
に
な
ら
な

い
か
な
ど
有
効
利
用
を
考
え

て
い
る
。
今
後
の
利
用
方
法

が
決
ま

っ
て
く
れ
ば
補
修
も

必
要
に
な
る
。

Ｑ
　
パ
ノ
ラ
マ
農
園
構
想
は
、

ど
う
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

Ａ
　
湯

沢

議

員

す
ば
ら
し
い
構
想
で
は
あ

る
の
だ
が
、
現
実
問
題
担
い

手
が
少
な
い
。

Ｑ
　
壬
生
町
長
の
町
政
に
意

見
・賛
成
・反
対
な
ど
。

Ａ

湯

沢

議

員

町
長
は
、
自
分
の
意
見
を

ハ
ッ
キ
リ
言
う
。

Ａ
　
三
浦

議

員

判
断
・
決
断
が
早
い
。

Ａ

北

沢

議

員

判
断
が
早
い
の
は
良
い
こ

と
だ
が
、
早
す
ぎ
て
途
中
で

見
直
し
や
変
更
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
る
。

Ａ
　
林
　
議

員

男
女
共
同
参
画
は
、
前
町

長
の
頃
か
ら
進
ん
で
き
た
気

が
し
な
い
。

Ｑ
　
町
民
か
ら
町
長

・
議
会

へ
気
楽
に
意
見
が
言
え
る
場

と
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

Ａ

湯

沢

議

員

地
元
議
員
が
意
見
を
吸
い

上
げ
て
い
な
い
。
町
政
懇
談

会
に
は
町
長
が
参
加
し
て
い

る
。
Ａ

三
浦

議

員

町
長
自
ら
出
席
し
て
改
善

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
域

の
人
た
ち
の
意
欲
が
出
て
く

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

Ａ
　
林
　
議

員

懇
談
会
・町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
投
稿
欄
・
地
域
や
趣
味
な

ど
ど
ん
な
集
ま
り
で
も
意
見

を
言

っ
て
み
た
ら
ど
う
か
。

次
ペ
ー
ジ
下
段
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続
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／
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萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会

か
ら
の
ご
挨
拶

幹
事
長

佐

藤

増

一

多
く
の
準
備
作

業

へ
区
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
い
獅
子
の
申

し
込
み
も
例
年
に
な
く
多

く
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

大
変
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

春
祭
り
に
向
け
て
の
ご

協
力
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会
幹

事

一
同
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

萩
山
神
社
の
春
祭
り
は
、

ま
ず
荒
神
社
で
行
わ
れ
る
獅

子
舞
の
後
、
獅
子
と
囃
子
屋

台
が
急
な
石
段
を
下
る
の
が

見
ど
こ
ろ
の
宵
祭
り
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

本
祭
り
で
は
、
笛
や
太
鼓

の
囃
子
の
音
に
、
眠
り
か
ら

覚
め
た
か
の
よ
う
に
動
き
出

す
獅
子
と
、
小
学
生
二
人
が

演
じ
る
獅
子
曳
き
の
童
子

（松
王
・
梅
王
・
桜
丸
）
に
よ

る
勇
壮
に
舞
う
姿
が
見
ど
こ

ろ
と
な

っ
て
お
り
、
下
市
田

区
内
の
四
会
場

・
出
砂
原
お

祭
り
広
場
・
パ
ー
ス
駐
車
場
・

安
養
寺

・
萩
山
神
社
で
獅
子

舞
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
二
日
間
、
祝
い

獅
子
も
下
市
田
区
内
各
所
で

多
く
の
お
宅
を
廻

っ
て
賑
や

か
に
舞
い
を
披
露
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
見
ど
こ
ろ
も

多
く
、
伝
統
の
あ
る
萩
山
神

社
の
春
祭
り
を
、
今
年
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
等
の
中
止
が
あ

っ
て
も
、

今
後
永
く
継
承
し
て
い
け
る

よ
う
に
す
る
事
が
大
切
と
考

え
て
お
り
、
萩
山
郷
土
芸
能

保
存
会
の
幹
事
会

で
は
、
来

年
二
月
に
予
定
し
て
い
ま
す

「
令
和
三
年
度
春
祭
り
」
が

今
ま
で
と
同
様
に
盛
大
に
賑

や
か
く
開
催
で
き
ま
す
よ
う

準
備
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
「
笛
や
太
鼓

の
音
が
鳴
り

響
き
、
獅
子
が
舞
う
萩
の
里

の
春
」
来
年
の
萩
山
神
社
春
祭
り

が
賑
や
か
に
挙
行
さ
れ
ま
す

よ
う
区
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
度
の
下
市
田
萩

山
神
社

「
春
祭
り
」
は
、
令

和
に
な

っ
て
初
め
て
の
春
祭

り
で
あ
り
、
二
月
二
十
八
日

に
宵
祭
り
、
二
十
九
日
本
祭

り
を
予
定
し
、
盛
大
に
開
催

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
世
界
中
で
感

染
を
広
げ
て
い
る
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
今
年
度
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

萩
の
里
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
三
百
二
十
年
余
り
の
歴

史
が
あ
る
萩
山
神
社
春
祭
り

が
中
止
と
な

っ
た
こ
と
は
大

変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、

春
祭
り
に
向
け
て
、
子
供
御

三
家

・
俄
役
の
選
出
を
は
じ

め
、
各
区
・
常
会
等
で
の
紙

経
り
作
成
、
子
供
御
三
家
の

草
軽
作
成
、
草
軽
講
習
会

ヘ

の
大
勢
の
皆
様
の
参
加
等
、

平成31年の春祭り

御

三
家
予
定

の

出

演

者く
ん

小
５
（
１
区

北
の
原
）

保
護
者
　
古

旗

儀

紀

松

島

啓

斗

く

ん

小
６
（
２
区

金
部
北
）

／
前
ペ
ー
ジ
の
続
き

Ａ

北

沢

議

員

町
長
は
呼
ん
で
く
れ
れ
ば

ど
の
よ
う
な
集
ま
り
で
も
行

く
意
思
が
あ
る
よ
う
だ
。

Ｑ
　
下
市
田
の
堤
は
災
害
時

に
被
害
を
受
け
る
地
域
が
あ

る
が
整
備
に
つ
い
て
。

Ａ

三
浦

議

員

水
量
を
チ

ェ
ッ
ク
し
調
整

し
て
い
る
。
防
災
対
策
を
継

続
し
て
い
く
。

Ａ

古

瀬

区

長

四
つ
の
堤
を
監
査
し
て
も

ら

っ
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ

安
全
と
な

っ
て
い
る
。
区
・

町
の
管
理
を
調
整
し
て
い
く
。

Ｑ
　
有
線
放
送
の
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
十

一
月

に
終
了
す
る
と
い
う
が
、
民

間
の
環
境
が
向
上
し
て
い
る
、

利
用
者
が
減

っ
て
い
る
と
い

う
簡
単
な
理
由
で
は
な
く
、

詳
し
い
説
明
が
必
要
で
は
な

し
カ
Ａ

北

沢

議

員

現
行
の
維
持
費
は
年
間
七

百
万
円
掛
か

っ
て
い
る
。

Ａ
　
三
浦

議

員

機
器
が
も
う
古
く
更
新
す

る
と
な
る
と
莫
大
な
費
用
が

掛
か
る
の
で
や
め
る
と
い
う

こ
と
。
民
間
の
ほ
う
が
設
備

が
整

っ
て
い
る
。

中

保
′
ム
｀
村 保

萄ど  υ    l奇 醸
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中
区 介み松

村 市 く 島

友 場 "
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１

区

２

区

３
区

４
区

５
区

６
区

松

枝

音

羽

さ

ん

小
５
（羽
　
根
）

保
護
者
　
松

枝

孝

典

中

村

　

優

さ
ん

小
６
（共
北
東
）

保
護
者

中

村

洋

征

三

石

智

陽

さ
ん

中
１
（間
ケ
沢
）

保
護
者

三

石

幹

司

棚

田

彩

花

さ
ん

中
２
（新
　
井
）

保
護
者
　
棚

田
　
　
勝

木
村
菜
々
海

さ

ん

中
２
（中
　
谷
）

保
護
者

木

村

哲

也

古

瀬

帆

夏

さ

ん

小
６
（出
砂
原
）

保
護
者

古

瀬

賢
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令和2年度 公民館下市田各分館事業計画

新型コロナウイルス感染症関係で、変更になる場合があります。

区 月  日 曜 日 事 業 名 区 月  日 曜 日 事 業 名

1

区

6月 21日

(中止)

親子ふれあい教室

(積善会館)

5

区

6

区

オーイお茶だに。/

(下五会館)

7月 18日

(中止)
土
ふれあい広場夏祭り

(積善会館) 9月 6日 日
スポーツ大会

(高森 ドーム)

10月 4日 日
ペタンク大会

(高森 ドーム)
12月 20日 日

松取り・おやす作り

(下五会館)

2

区

6月 7日

(中止)
口 常会対抗ペタンク大会

令和 3年

1月 9日
土
ほんやり作り

(下五会館)7月 11日

(中止)
土
第30回納涼祭

(下二会館・広場)

1月 10日 日 ほんやり
10月 4日 日

第12回ふれあい運動会

(下二会館・広場)

1月 24日 土
オーイお茶だに。/

(下五会館)
3

区

6月 21日

(中止)
日
多世代交流会

(区民会館)

10月 4日 日
ふれあい広場運動会

(南小学校体育館)

5月 17日

(中止)
日 マレットゴルフ大会

令和 3年

1月 31日
日
ペタンク大会

(高森 ドーム)
7月 19日

(中止)
日 盆踊り講習会

4

区

6月 7日

(中止)
日

夏季スポーツ大会

焼肉交流会

(南小学校グランド・体育館)

8月 9日

(中止)
金
納涼祭・盆踊り大会

青年部合同

12月 20日 日 正月飾り作り
9月 27日 ll

ミニ運動会

ふれあい広場

令和 3年

1月 7日
木 どんど焼き令和 3年

1月 1日
△
」ム

第31回

元旦マラソン大会

二
月
十
九
日
、
分
館
長

・

主
事
会
で
は
、
飛
騨
高
山
方

面

へ
の
研
修
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。
区
民
会
館
を
六
時
に

出
発
し
、
十
時
頃
に
は
高
山

市

へ
到
着
し
ま
し
た
。

高
山
祭
屋
台
会
館
で
は
、

祭
り
に
曳
き
出
す
屋
台
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
き

さ
と
豪
華
さ
に
感
心
し
ま
し

た
。次
に
徒
歩
で
「古
い
町
並
」

（木
造
の
商
家
が
並
ん
で
い

る
場
所
）
、
宮
川
の
朝
市
を

散
策
し
ま
し
た
。
古
い
町
並

に
は
、
造
り
酒

屋

・
民
芸
品
や

お
み
や
げ
を
売

そ
の
思
い
出
と
共
に
、
お
互

い
の
親
睦
が
深
ま

っ
た
有
意

義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

き

っ
と
、
こ
れ
か
ら
の
公

民
館
活
動
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
唐
沢

記

な
祭 り
り ま
屋 し
ヱ、 ,´
匡コ ノ‐

と °
古
い

町
並

る る
軒 店
下 が
に 並
は び
ナす」

水 格:
が 子し

流 の
れ 連
て な

い

な
が
り

の

楽
し
い
宴
会
と

昼
に
は

飛
騨
牛
を
味
わ

残
し
て
い

ま
す

お
り

江
戸
時
代
の

面
塁
`′́

界レ

を高山祭屋台会館

日
6月 21日

|

(中止)|
日
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．
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令和2年度 公民館下市田支館事業計画
業業来拳来業器業

下
市
口
史
議
会
の
活

木

村

私
達
の
下
市
田
史
談
会
は

発
足
以
来
七
十
年
近
く
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
故

郷
を
も
う

一
度
見
直
し
て
み

よ
う
と
、
主
に
下
市
田
周
辺

の
古
代
遺
跡
の
見
学
を
計
画

し
ま
し
た
。
今
回
は
古
代
の

四
区

・
五
区
の
下
市
田
と
座

光
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。
南
大

島
川
を
は
さ
ん
で
国
の
指
定

さ
れ
た
奈
良

・

平
安
時
代
の
遺

構

「
垣
川
官
衛

「
日
限
蔵
」
で
は
、
資
料

を
見
な
が
ら
現
地
で
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
次

回
は

一
・
二
・
三
区
の

遺
跡
の
見
学
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
多
く
の

区
民
の
皆
様
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

萩
の
郷
文
化
祭
り
に

は
こ
れ
を
発
表
し
、
資

料
も
そ
ろ
え
皆
様
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

久動
」ヒ

`Eし

ヽ

業来業業業業来業

遺
跡
」
（
役
所
跡
）
の
発
掘
現

場
を
見
学

し
、

四
区

で
は

「
富
本
銭
」
が
出
土
し
た

「
武

陵
地

一
号
」
古
墳
を
見
学
、

又
縄
文
時
代
の
全
国
的
に
も

珍
し
い
土
製
耳
飾
り
が
大
量

に
出
土
し
た

「
武
陵
地
遺
跡

二
」
の
説
明
を
受
け
、
五
区

で
は

「
富
寿
神
賓
」
が
出
土

し
た
現
地
を
「武
陵
地
天
白
」、

「武陵地天白 氏神。石神・石仏」下市田武陵地

現地研修 令和元年6月 19日

月日 (曜 ) 事 業 名 内   容

7月 5日 (日 ) *区報・館報「萩の郷」

106号発行

7月 25日 0
(中止)

*萩の郷夏祭り ・盆踊り

・子供花火大会

・演奏・演技 (保育園児)

・お楽しみコーナー

10月 10日 0
～ 11日 (日 )

*萩の郷
文化祭り

ふれあい広場

11月 5日 (利 *区報・館報「萩の郷」

107号発行

11月 14日 的

～15日 (日 )

*「高森町

まるごと収穫祭」

下市田区で参加

・おじるこ無料サービス

(3,000食予定)

令和 3年
2月 5日 0

*区報・館報「萩の郷」
108号発行

2月 14日 (日 ) *地元町議との

懇談会

・テーマに対する意見を

聞く

・町議の活動報告

・区民からの質疑応答

・懇親会

3月下旬

(未定)

*萩山神社

春祭り夕祭
″ 本祭

・囃子屋台の短冊依頼、

飾りつけ
0囃子屋台引きの子供に

法被貸与、おやつ配布

・写真、ビデオ撮影

・その他 お手伝い

「̈ｒ川‐７１劇一励疎けれデ融劃
つ地０

公
民
館
事
業
計
画
を
区
報

く
れ
る
の
を
願
う
次
第
で
す
。

に
載
せ
ま
し
た
が
、
各
区
・
　

高
齢
化
な
ど
も
有
り
今
後

支
館
等
も

一
部
中
止
と
な
り
　
の
運
営
方
法
も
変
化
の
時
代

ま
し
た
。
会
議
も
で
き
ず
コ
　
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ロ
ナ
対
策
で
盆
明
け
ま
で
難

し
い
状
態
で
す
。

第
二
波
が
ど
ん
な
風
に
出

る
の
か
、
人
の
気
持
ち
の
緩

み
の
影
響
は
、
お
盆
の
帰
省

に
よ

っ
て
増
え
る
事
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

事
業

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
た

て
ら
れ
な
い
中
、
準
備
す
る

会
議
が
開
け
な
く
て
は
始
ま

新
年
度
の
ご
挨
拶

消
防
団
第

一
分
団
副
分
団
長

上

沼

翔

太
ま

す

な
場
面
で
不
自
由
な

思
い
を
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
か
と
思
い

消
防
団
に
お
き
ま
し

て
も
主
要
な
行
事

・
訓
練
が

延
期
、
中
止
と
な
り
、
思
う

よ
う
な
活
動
が
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

防
災

へ
の
意
識
が
手
薄
に

な
る
今
だ
か
ら
こ
そ
よ
り

一

層
火
災
・
災
害

へ
の
備
え
が

大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。

住
民
の
皆
様
お
ひ
と
り
お

ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ
て
無

火
災

・
無
災
害
の
高
森
町
を

私
た
ち
消
防
団
と

一
緒
に
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
二
年
度
高
森
町
消
防

団
第

一
分
団
副
分
団
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
上
沼
翔
太
で
す
。
下
市

田
の
防
災
担
当
と
し
て

一
年

間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
今

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
流
行
の
為
、
色
々

o lrlrtrlrtrlrlrlrl,

|・ 作品展示

|・ 消防ふれあい祭り

|・ 舞台発表

|・
敬老祭

ゝ_

| 場
ユ

風

「

■
ロ

…

′ ′



令和2年 7月 5日 下 市 田 区 報 館 報 第 106号 (8)

春
祭
り
が
　
　
　
　
　
　
話
を
聞
き
ま
し
た
。

中
止
に
な
っ
て
　
　
　
は詢州嫌“ど型

小
六

中

村

勇

介

（四
区
）

す
る
の
か
あ
ま
り

今
年
の
春
祭
り
で
、
僕
は

よ
く
わ
か

っ
て
い
な
か

っ
た

獅
子
曳
き
を
す
る
予
定
で
し
　
の
で
す
が
、
松
王

・
梅
王

・

た
。
僕
は
人
前
に
出
る
こ
と

桜
丸
の
三
兄
弟
が
九
州
で
左

が
苦
手
な
の
で
と
て
も
不
安

遷
さ
せ
ら
れ
た
道
真
公
の
仇

で
し
た
が
、
友
達
も

一
緒
だ

を
討

つ
た
め
獅
子
を
切
り
つ

と
聞
い
た
の
で
頑
張

っ
て
み

け
る
と
い
う
物
語
を
演
じ
る

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　
　
　
と
聞
い
て
興
味
を
持
ち
ま
し

最
初
に
み
ん
な
で
集
ま

っ
　
た
。
当
日
ま
で
毎
日
あ
る
練

た
時
に
獅
子
曳
き
に
つ
い
て

習
や
、
本
番
は
か
つ
ら
を
着

け
て

一
日
中
踊
る
と
聞
き
ま

し
た
。
「
獅
子
曳
き
が
出
来

る
の
は
す
ご
い
こ
と
な
ん
だ

よ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
頑

張

っ
て
や

っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

春
祭
り
は
、
中
止

に
な
り
ま
し
た
。

と
て
も
残
念
で
し

た
が
仕
方
が
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

来
年
は
お
祭
り

が
で
き
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

も
し
で
き
た
ら
、

そ
の
時
の
獅
子
曳

き
に
選
ば
れ
た
子
達
を
応
援

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
僕
の

た
め
に
作

っ
て
く
れ
た
草
履

は
記
念
と
し
て
大
事
に
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

二
月
末
を
も

っ
て
三
区
分

館
長
主
事
の
宮
下
征
司
さ
ん

が
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
後
任

に
は
中

良
文

さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
二
年
分

館
長
主
事
と
し
て
お
務
め
頂

き
ま
す
。

ま
た
三
区
支
館
部

員
大
蔵
武
司
さ
ん
、

文

中
村
美
智
代
さ
ん
の

良
に」、如制『行勲

に
な
り
ま
し
た
。
ご

中

苦
労
様

で
し
た
。

後
任

に
は
、
藤
岡

南
さ
ん
、
小
沢
恵
子
さ
ん
が

選
ば
れ
支
館
事
業
に
当
た
り

ま
す
。
ま
た
編
集
委
員
と
し

て
区
報

・
館
報
の
発
行
に
携

わ

っ
て
頂
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

わたしの作文

ぼくの作文

春
祭
り
の
中
止

小
五

松
枝
音

ち
ょ
っ
と
し
た
き

っ
か
け

で
下
市
田

一
区
の
舞
姫
代
表

に
な
り
ま
し
た
。

舞
姫
を
や
る
事
に
な

っ
た

時
は
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

二
月
頃
か
ら
下
市
田
区
で

貸
し
て
く
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
少

し
ず

つ
見
始
め
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

て
、
「
衣
装

は
き
れ
い
だ
な

ぁ
」
と
思
い

ま
し
た
が
、
「
こ
の
踊
り
、

私
に
出
来
る
か
な
…
」
と
思

っ
て
し
ま
い
不
安
に
な
り
ま

し
た
。
だ
け
ど
、
代
表

に
な

っ
た

の
で
、
「
ち

ゃ

ん
と
や
ら
な
い

羽

（
一
区
）

と
〃
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
春
祭
り
が
中
止
に

な
り
、
め

っ
た
に
出
来
な
い

舞
姫
の
チ
ャ
ン
ス
だ

っ
た
の

で
、
残
念
で
し
た
。

ま
だ
秋
祭
り
が
あ
る
み
た

い
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
て
い

る
訳
で
は
な
い
の
で
、
開
催

す
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
秋
祭
り
が
開
催
す

る
よ
う
な
ら
、
し

っ
か
り
と

舞
姫
を
や
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

昨
年
の
萩
の
郷
春
祭
リ

獅
子
曳
き
の
皆
さ
ん
と

浦
安
の
舞
姫
の
皆
さ
ん

コ
ロ
ナ
対
策
で
会
議
、
発

行
日
を
延
ば
し
、
会
議
時
間

を
短
縮
す
る
為
に
予
め
割
り

付
け
な
ど
三
役
で
行
い
、
三

密
防
止
し
て
始
め
ま
し
た
。

今
の
状
態
か
ら
早
く
終
息

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

年
度
事
業
も
こ
の
ま
ま
で

は
中
止
に
な
る
物
も
有
り
ま

す
、
残
念
〃

お
盆
過
ぎ
に
は
何
と
か
終

息
の
方
向
に
、
ワ
ク
チ
ン
治

療
薬
も
出
来
て
、
元
の
活
気

あ
る
生
活
が
戻

っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
ね
。

イ1い  小
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